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1983年東北師範大学中国言語文学専攻卒業。1986年吉林大学大学院にて修士号
取得。北京語言学院専任講師を経て、日本留学。1997年鹿児島大学大学院にて修
士号取得。2000年九州大学大学院博士後期課程修了、博士号取得。九州大学外
国人教師を経て、2005年より華東師範大学教授。2017年9月より国際日本文化研究
センター外国人研究員併任。
専門分野は、中国・日本近現代文学及び中日文学比較研究など。主な著書に『魯迅・
明治日本・漱石――影響と構造への総合的比較研究』（汲古書院、2002）、『現代中
国の文化』（共著、明石書店、2005）、『哲学的起源』（訳書、柄谷行人著、中央編訳
出版社、2015）などがある。
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・京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車5番出口（地下鉄連絡通路にて直結）
・京都市バス、京都バス、JRバス「烏丸丸太町」バス停下車

【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、京都市中心部の会場で継続的に開催して
います。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/
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コメンテーター  伊東　貴之    日文研 教授
早稲田大学政治経済学部、同・第一文学部東洋哲学専修卒。東京大学大学院人
文科学研究科中国哲学専攻博士課程修了。博士（文学）。武蔵大学人文学部教授
などを経て、2010年より現職。
専門分野は、中国近世思想史、日中比較文学・思想、東アジア文化交流史。主な
著書に『思想としての中国近世』（東京大学出版会、2005）、『中国近世思想的典範』
（楊際開訳・徐興慶校閲、台湾大学出版中心、2015）、『中国という視座』（溝口雄
三・伊東貴之・村田雄二郎による共著、平凡社、1995）、『「心身／身心」と環境の哲
学――東アジアの伝統思想を媒介に考える』（編著、汲古書院、2016）、『治乱のヒス
トリア――華夷・正統・勢』（編著、渡邉義浩・林文孝との共著、法政大学出版局、
2017）などがある。

14:00～16:00第 3 2 3回 日文研フォーラム    2018 年 9月１１日（火）　

　講師  潘　世聖　華東師範大学(中国) 教授／日文研  外国人研究員 

嘉
納
治
五
郎
と
近
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国

―
時
代
を
超
え
た
知
性
と
智
慧　
　

　

み
な
さ
ん
は「
嘉
納
治
五
郎
」と
い
う
名
前

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
講
道
館
柔
道
の

創
始
者
・
普
及
者
で
あ
り
、ア
ジ
ア
初
の
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。「
本
業
」

の
教
育
分
野
で
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
校

長
を
二
十
三
年
余
り
務
め
、
日
本
の
学
校
教

育
・ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献
し
、
実
に
近
代
日

本
の
様
々
な
分
野
で
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

大
人
物
で
し
た
。
特
に
私
の
心
を
打
っ
た
の
は
、

近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
人
留
学
生
教
育
の

創
始
者
と
し
て
の
嘉
納
と
中
国
と
の
関
わ
り
、

彼
の
中
国
認
識
に
示
さ
れ
た
時
代
を
超
え
た

知
性
と
智
慧
、
東
洋
的
倫
理
と
美
学
、
さ
ら

に
真
の
国
際
人
と
し
て
の
懐
の
深
さ
と
視
野
の

広
さ
で
し
た
。

　

本
日
は
、
私
の
長
年
の
調
査
と
思
索
を
皆

様
に
ご
報
告
し
な
が
ら
、
魯
迅
留
学
時
の
学

院
長
で
も
あ
っ
た「
嘉
納
治
五
郎
と
近
代
中

国
」の
再
発
見
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。


